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 みたけ議会だより （平成24年2月1日号） －2－

平成23年平成23年　　第4回定例会　第4回定例会　
一般会計・特別会計補正予算可決一般会計・特別会計補正予算可決

平成23年第４回定例会は平成23年 12月６日に開会し、12月 16日までの11日間を会期とし
て開催しました。
提出案件は、平成23年度一般会計・特別会計補正予算、条例の一部改正など13件が上程され、
それぞれ原案のとおり可決しました。
一般質問には町政の諸問題について5名の議員が登壇しました。

議案の審議結果議案の審議結果
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議案第42号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めるこ
とについて － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

議案第43号 平成23年度御嵩町一般会計補正予算（第４
号）について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

議案第44号 平成23年度御嵩町国民健康保険特別会計補
正予算（第2号）について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

議案第45号 平成23年度御嵩町介護保険特別会計補正予
算（第2号）について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

議案第46号 平成23年度御嵩町下水道特別会計補正予算
（第3号）について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

議案第47号 平成23年度御嵩町水道事業会計補正予算
（第2号）について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

議案第48号 御嵩町税条例の一部を改正する条例の制定
について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

議案第49号
御嵩町財産の交換、譲与、無償貸付等に関
する条例の一部を改正する条例の制定につ
いて

－ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

議案第50号

障がい者制度改革制度改革推進本部等にお
ける検討を踏まえて障害保健福祉施策を見
直すまでの間において障害者等の地域生活
を支援するための関係法律の整備に関する
法律の施行に伴う関係条例の整理に関する
条例の制定について

－ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

議案第51号 不動産の信託について － ○ × ○ 欠 × ○ ○ ○ × × ○ ◎

議案第52号 可児市道路線の認定の承諾について － ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

議案第53号 岐阜県市町村職員退職手当組合規約の一部
を改正する規約について － ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

発議第４号 地方自治法第180条第１項の規定による町
長の専決処分事項について － ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

【表示記号】
賛否状況：○…賛成　　×…反対　　欠…欠席
　　　　　－…議長のため採決に加わらない
議決結果：◎…可決、承認、認定
　　　　　●…否決、不承認、不認定
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人　　事人　　事

平成平成23年23年度　補正予算のあらまし度　補正予算のあらまし  （単位：千円）（単位：千円）

平成平成2323年度　補正予算年度　補正予算

議案第42号 人権擁護委員の推薦につき意見を求める
ことについて

平成24年3月31日をもって任
期満了となる人権擁護委員３名
【再任：安藤靖彦　氏（美佐野）
新任：小川文甫　氏（御嵩）
安藤栄子　氏（顔戸）】を法務省
へ推薦するもの

賛成全員で可決

議案第43号 平成23年度御嵩町一般会計補正予算（第
4号）について

人件費、社会資本整備総合交
付金事業、水道未普及地域解
消事業の補正等

賛成全員で可決

議案第44号 平成23年度御嵩町国民健康保険特別会
計補正予算（第2号）について

療養給付費負担金の過年度分、
保険給付費の補正等 賛成全員で可決

議案第45号 平成23年度御嵩町介護保険特別会計補
正予算（第2号）について 共済費の補正 賛成全員で可決

議案第46号 平成23年度御嵩町下水道特別会計補正
予算（第3号）について

下水道事業費、不明水対策資
金の積み立ての補正等 賛成全員で可決

議案第47号 平成23年度御嵩町水道事業会計補正予
算（第2号）について

災害対策、水道未普及地域の
事業費の変更に伴う補正 賛成全員で可決

会　計　名 補正前予算 補正額 補正後予算

議案第43号関連 一般会計補正予算（第4号） 7，076，272 30，164 7，106，436

議案第44号関連 国民健康保険特別会計補正予算（第2号） 1，982，265 73，483 2，055，748

議案第45号関連 介護保険特別会計補正予算（第2号）保険
事業勘定 1，238，366 0 1，238，366

議案第46号関連 下水道特別会計補正予算（第3号） 801，650 10，450 812，100

議案第47号関連 水道事業会計補正予算（第2号） 660，808 △3，359 657，449

条　　例条　　例

議案第48号 御嵩町税条例の一部を改正する条例の制
定について

寄附金控除の適用下限の引き
下げ、町民税不申告等に関する
過料の引き上げ等をするもの

賛成全員で可決

議案第49号
御嵩町財産の交換、譲与、無償貸付等に
関する条例の一部を改正する条例の制定
について

町の所有する集会所及び公園
用地にかかる土地を地縁団体
へ譲与するためのもの

賛成全員で可決

議案第50号

障がい者制度改革制度改革推進本部等に
おける検討を踏まえて障害保健福祉施策
を見直すまでの間において障害者等の地
域生活を支援するための関係法律の整備
に関する法律の施行に伴う関係条例の整
理に関する条例の制定について

障がい者等の地域生活を支援
するための関係法律の整備に
関する法律が制定、施行され
たことに伴い、関係条例の整
備が必要となったため

賛成全員で可決
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その他の議案その他の議案

発　　議発　　議

諸般の報告（議長報告）諸般の報告（議長報告）

諸般の報告（町長報告）諸般の報告（町長報告）

議案第51号 不動産の信託について
平成24年度から平成34年度
まで、町の約200haの森林の
運営・管理を可茂森林組合へ
信託するもの

賛成多数で可決
※（討論あり）

議案第52号 可児市道路線の認定の承諾について
伏見地内に架かる渕之上橋、
平貝戸橋の維持管理の主体を
可児市道の認定の承諾により
決めておくもの

賛成全員で可決

議案第53号 岐阜県市町村職員退職手当組合規約の一
部を改正する規約について

組合の事務所の位置の特定及
び、組合議員の選任方法を改
めるもの

賛成全員で可決

発議第４号 地方自治法第180条第１項の規定による
町長の専決処分事項について

私債権に関する支払督促（50
万円以下のもの）に対し、債務
者からの異議申立てにより訴
訟となったときに議会の議決
を得ず、町長の専決処分とす
るもの

賛成全員で可決

報告第１号 「国民健康保険に対する国庫負担金の引き上げを求める意見書」採択を求める陳情
報告第２号 資格証明書の交付を直ちに中止することを求める陳情
報告第３号 「木材の利用推進に関する要望書」
報告第４号 TPP（環太平洋戦略的経済連携協定）交渉参加反対に関する要請
報告第５号 「保育所運営費国庫負担金を廃止しないことを求める意見書」の採択を求める陳情
報告第６号 定例監査実施報告書
報告第７号 現金出納検査結果報告（平成23年8月分から平成23年10月分）

報告第10号 専決処分の報告について（損害賠償の額）

※議案第 51号の討論内容

《反対》
８番　伊崎　公介　議員
・しっかりとした審議ができている状態ではなく、質疑に対して疑問を解消できるだけの回答を得られていない
ので反対。

11 番　岡本　隆子　議員
・御嵩の森づくりにどう主体的に関わっていくのか、監視体制のあり方など不透明なため反対。

《賛成》 
７番　加藤　保郎　議員
・町有林の現状を見ると森林の機能を果たしていない。現状では、森林を守るという面からいって賛成。
12 番　佐谷　時繁　議員
・毎年の報告、軌道修正を行い、御嵩の森を守り自然を守る。みんなで監視すれば環境が破壊されないと思うの
で賛成。
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議案の審議結果

平成23年度　補正予算平成23年度　補正予算

平成23年度　補正予算のあらまし平成23年度　補正予算のあらまし  （単位：千円）（単位：千円）

その他の議案その他の議案

諸般の報告（町長報告）諸般の報告（町長報告）

案の審議結果議案の審議結果の審議結果案の審議結果

平成23年平成23年　　第4回臨時会第4回臨時会
平成 23年 11月 11日に、平成 23年第 4回臨時会を開会しました。平成 23年 11月 11日に、平成 23年第 4回臨時会を開会しました。
上程議案が３件と報告案件１件（町長報告）がありました。上程議案が３件と報告案件１件（町長報告）がありました。
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議案第38号 平成23年度御嵩町一般会計補正予算（第
3号）について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

議案第39号 財産の取得について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

議案第40号 財産の取得について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

【表示記号】
賛否状況：○…賛成　　×…反対　　欠…欠席
　　　　　－…議長のため採決に加わらない
議決結果：◎…可決、承認、認定
　　　　　●…否決、不承認、不認定

議案第38号 平成23年度御嵩町一般会計補正予算（第
3号）について

上恵土水路転落事故に係る損
害賠償請求訴訟関係費用及び
8.23、9.20 豪雨災害による
災害復旧費用等に伴う補正

賛成全員で可決

会　計　名 補正前予算 補正額 補正後予算

議案第38号関連 一般会計補正予算（第3号） 6,646,384 429,888 7,076,272

議案第39号 財産の取得について 消防ポンプ自動車（第1分団）の購入

議案第40号 財産の取得について 真空冷却機（給食センター）の購入

報告第9号 専決処分の報告について 特定鉱害復旧事業　西之野・雨田地区充填工事
の契約金額の増額変更
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議案の審議結果

条　　例条　　例

案の審議結果議案の審議結果の審議結果案の審議結果

平成23年平成23年　　第5回臨時会第5回臨時会
平成 23年 11月 28日に、平成 23年第５回臨時会を開会しました。平成 23年 11月 28日に、平成 23年第５回臨時会を開会しました。
上程議案は、条例の一部改正が１件ありました。上程議案は、条例の一部改正が１件ありました。
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議案第41号 御嵩町職員の給与に関する条例等の一部
を改正する条例の制定について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ◎

【表示記号】
賛否状況：○…賛成　　×…反対　　欠…欠席
　　　　　－…議長のため採決に加わらない
議決結果：◎…可決、承認、認定
　　　　　●…否決、不承認、不認定

議案第41号 御嵩町職員の給与に関する条例等の一部
を改正する条例の制定について

平成23年度人事院勧告にあわ
せ、御嵩町職員の給与等を見
直すために必要な規定を整備
するもの

賛成全員で可決

民生文教常任委員会では、平成23年 11月 1日（火）に学校教育関連施設を訪問し学校経営の状
況を把握し懇談を行いました。また、平成23年 11月 10日（木）には児童福祉施設の訪問を行い、
各施設の現状確認並びに問題点について説明を受けました。

施設訪問（向陽中学校）の様子 施設訪問（伏見保育園）の様子

民生文教常任委員会施設訪問民生文教常任委員会施設訪問
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平成23年　第4回定例会

そこが知りたいそこが知りたい
一般質問は 12月 12 日に行われ、5人の議員が活発な質問をしました。

一般質問の「問・答」は、質問議員本人の文

責です。一般質問のページに掲載した内容につ

いて、議員に直接連絡がつかない場合は、ご質

問の内容、お名前、連絡先（住所、電話番号等）

を添えて、議会事務局まで書面にてお届けくだ

されば、各議員に連絡いたします。

文責についてお知らせ

一
般
質
問
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あなたも議会を傍聴しませんか
議会では、町民の皆様の暮らしに密着した重

要な問題が審議されます。

所定の受付簿に住所、氏名等を記入し、傍聴

券の交付を受けることにより、町議会を傍聴す

ることができます。お気軽にお越しください。

くわしくは、議会事務局までお問い合わせく

ださい。

☎ 67-2111（内線 2252）

町議会の
一般質問を
放映しています

平成23年第４回定例会から議会で行わ
れた一般質問をケーブルテレビ可児で放映
が行われています。
当日に生放送される予定ですが、録画放
送及び再放送もされますので、町議会を傍
聴することが出来ない方は、ぜひご覧くだ
さい。
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近
で

は
、
合
併
問
題
で
数
多

く
住
民
投
票
が
実
施
を

さ
れ
て
い
ま
す
。
常
設
型

の
住
民
投
票
条
例
を
策

定
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

①
投
票
の
対
象
事
項
②

発
案
権
者
③
投
票
資
格

の
範
囲
④
投
票
の
形
式

⑤
成
立
案
件
⑥
投
票
結

果
の
取
扱
い
等
々
、
色
々

な
問
題
を
議
論
す
る
事

に
な
ろ
う
か
と
思
わ
れ

る
が
、
町
長
の
考
え
る

常
設
型
住
民
投
票
条
例

の
設
置
に
つ
い
て
の
意
義

と
問
題
点
に
つ
い
て
問
う
。

【
町
長
】

民
主
主
義
の
原
理
に

お
い
て
、
多
数
決
は
正

し
い
答
え
の
選
択
で
な

く
、
責
任
の
負
え
る
覚

悟
の
で
き
る
選
択
を
す

る
こ
と
が
答
え
に
な
る

と
思
っ
て
い
る
。

選
挙
で
与
え
ら
れ

た
任
期
は
4
年
で
あ
る

が
、
そ
の
間
に
新
し
い

事
案
が
起
き
、
答
え
を

出
さ
な
け
れ
ば
い
け
な

い
局
面
が
あ
っ
た
場
合

の
、
判
断
の
「
よ
す
が
」

と
し
て
、
住
民
投
票
が

必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

御
嵩
町
の
住
民
投
票

条
例
は
、
小
和
沢
に
計

画
さ
れ
た
産
業
廃
棄
物

処
分
場
の
是
非
を
問
う

1
回
だ
け
の
使
い
切
り

の
条
例
で
あ
る
。

私
が
住
民
投
票
が
必

要
だ
と
考
え
た
理
由
は
、

直
接
民
主
制
と
間
接
民

主
制
と
の
整
合
の
問
題

で
、
間
接
民
主
制
の
議

会
が
、
議
員
発
議
で
産

廃
計
画
を
反
対
決
議
し

た
こ
と
に
つ
い
て
、
民
意

の
確
認
を
し
た
か
っ
た

点
に
あ
る
。

ま
た
、
条
例
を
廃
止

し
な
か
っ
た
理
由
は
、

住
民
投
票
条
例
に
法
的

拘
束
力
は
な
い
が
、
こ

れ
を
残
す
こ
と
で
反
対

の
意
志
も
残
す
と
い
う

考
え
か
ら
で
あ
る
。

常
設
型
条
例
の
議
案

作
成
に
は
議
会
は
も
ち

ろ
ん
町
民
に
も
加
わ
っ
て

い
た
だ
き
、
完
成
度
の

高
い
条
例
案
に
し
た
上

で
、
議
会
に
提
案
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

可
児
川
の
堆
積
土

の
し
ゅ
ん
せ
つ
に
つ
い
て

一
級
河
川
の
可
児
川

は
県
の
所
轄
で
あ
り
、

県
へ
の
し
ゅ
ん
せ
つ
の
要

望
は
幾
度
と
な
く
出
し

て
あ
る
と
聞
い
て
い
る
が
、

去
年
、
今
年
の
豪
雨
災

害
を
目
の
当
た
り
に
し
、

可
児
川
流
域
の
町
民
は
、

堆
積
土
が
い
っ
ぱ
い
と

い
う
状
況
で
ま
た
来
年

の
増
水
期
を
む
か
え
る

不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。

町
民
の
不
安
解
消
に
あ

た
り
以
下
の
4
点
に
つ
い

て
問
う
。

①
御
嵩
町
内
の
堆
積
土

調
査
は
行
な
っ
て
も
ら

え
た
か
。

②
調
査
報
告
は
受
け
た

か
。

③
し
ゅ
ん
せ
つ
の
要
望
は

行
な
っ
て
も
ら
え
た
か
。

④
御
嵩
町
内
の
し
ゅ
ん

せ
つ
工
事
の
予
定
は
ど

う
か
。

【
建
設
部
長
】

①
の 

堆
積
土
の
調
査
に

つ
い
て
は
、
こ
ん
跡
調

査
を
伏
見
野
崎
地
内
か

ら
上
流
の
次
月
地
内
ま

で
。
河
川
断
面
調
査
は

下
流
側
か
ら
顔
戸
地
内

ま
で
岐
阜
県
が
行
っ
て
い

る
。

②
に
つ
い
て
は
、
調
査

結
果
に
よ
り
現
在
分
析

を
含
め
、
浚
渫
工
事
計

画
と
工
事
の
早
期
着
手

に
つ
い
て
検
討
を
し
て
い

る
と
の
説
明
を
聞
い
て

い
る
。

③
の 

要
望
に
つ
い
て
は
、

10
月
6
日
に
岐
阜
県
知

事
に
対
し
て
十
分
な
流

下
能
力
が
確
保
で
き
る

よ
う
浚
渫
を
含
め
た
改

修
に
つ
い
て
早
期
実
施

を
要
望
し
て
い
る
。

④
の 

浚
渫
工
事
の
予
定

に
つ
い
て
は
、
今
年
度
に

伏
見
の
平
貝
戸
橋
付
近

か
ら
顔
戸
地
内
ま
で
工

事
が
着
手
で
き
る
よ
う

に
検
討
を
進
め
て
い
る

と
い
う
説
明
が
あ
っ
た
。

そ
れ
よ
り
上
流
側
に
つ
い

て
も
、
引
き
続
き
河
川

断
面
調
査
の
実
施
と
併

せ
て
浚
渫
の
検
討
を
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

問問

問問

高
山　

由
行

答答

答答

常
設
型
住
民
投
票
条
例
の
設
置
に
つ
い
て



 －9－ みたけ議会だより （平成24年2月1日号）一
般
質
問

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

つ
い
て

御
嵩
町
で
は
、
2
年

続
け
て
大
き
な
災
害
に

見
ま
わ
れ
ま
し
た
。
東

海
地
震
は
30
年
の
間
に

87
％
の
確
立
で
起
こ
る

と
も
言
わ
れ
、
亜
炭
廃

坑
の
問
題
も
あ
り
ま
す
。

想
定
外
は
起
こ
り
う

る
と
い
う
想
定
の
も
と

に
、
い
ざ
と
い
う
時
、
迅

速
に
対
応
で
き
る
組
織

作
り
と
運
営
が
大
切
と

考
え
ま
す
。
御
嵩
町
の

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
現

状
と
今
後
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

【
民
生
部
長
】

御
嵩
町
地
域
防
災
計

画
で
御
嵩
町
社
会
福
祉

協
議
会
に
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
設

置
す
る
こ
と
に
し
て
お

り
、
災
害
時
に
円
滑
か

つ
効
果
的
に
機
能
さ
せ

る
た
め
、
東
日
本
大
震

災
の
被
災
地
に
職
員
を

派
遣
し
、
セ
ン
タ
ー
業

務
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
に

努
め
て
い
る
。

社
会
福
祉
協
議
会
で

は
東
日
本
大
震
災
を
受

け
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
設
置
・
運
営
マ

ニ
ア
ル
の
見
直
し
を
行

う
と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
コ
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
育
成
な
ど
に
取
り
組

み
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
実
効
性
を
高
め

て
い
く
。避

難
所
に
つ
い
て

避
難
所
で
は
、
情
報

や
物
品
が
不
足
し
て
い

る
よ
う
に
見
受
け
ま
し

た
。
対
策
本
部
と
ネ
ッ

ト
で
結
ぶ
な
ど
情
報
を

伝
え
た
り
、
避
難
所
間

の
情
報
、
人
、
物
の
や

り
と
り
も
必
要
と
考
え

ま
す
。
又
、
毛
布
等
不

用
品
の
提
供
を
町
民
に

呼
び
か
け
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
。
町
民
の
中
に
は

「
自
分
に
で
き
る
事
な

ら
協
力
を
し
た
い
」
と

考
え
る
方
も
多
く
あ
り

ま
す
。
町
民
の
方
々
の

御
好
意
を
生
か
す
工
夫

は
で
き
ま
せ
ん
か
。

【
総
務
部
長
】

避
難
所
へ
の
情
報
提

供
は
、
現
在
の
防
災
行

政
無
線
の
他
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
、
新
設
さ
れ

る
Ｆ
Ｍ
局
な
ど
今
後
提

供
手
段
を
充
実
さ
せ
て

い
き
た
い
。

対
策
本
部
と
の
ネ
ッ

ト
交
信
は
、
町
出
先
機

関
で
あ
れ
ば
可
能
で
あ

り
、
今
後
災
害
時
に
は

積
極
的
に
活
用
し
た
い
。

又
、
健
康
面
の
ケ
ア
の

た
め
各
避
難
所
へ
保
健

師
が
巡
回
を
行
っ
て
い
る
。

毛
布
等
の
備
蓄
は
必

要
だ
が
、
実
際
の
避
難

時
で
は
何
で
も
行
政
が

対
応
す
る
と
い
う
こ
と

は
不
可
能
な
の
で
、
避

難
に
時
間
的
余
裕
が
あ

る
場
合
は
、
ま
ず
各
自

が
持
参
し
て
頂
く
よ
う
、

自
助
の
視
点
で
啓
発
し

て
い
き
た
い
。

歯
の
健
康
に
つ
い

て
先
日
、
御
嵩
小
学
校

が
文
部
科
学
大
臣
賞
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
町

内
の
3
小
学
校
が
歯
の

取
り
組
み
に
と
て
も
が

ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
予

防
医
学
の
観
点
か
ら
も
、

町
全
体
と
し
て
歯
の
運

動
に
取
り
組
む
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
か
。

【
民
生
部
長
】

町
内
の
保
育
園
と
小

学
校
で
実
践
し
て
い
る

歯
と
健
康
の
取
り
組
み

を
、
中
学
校
に
お
い
て

も
関
係
者
の
ご
理
解
に

よ
り
実
践
を
願
う
も
の

で
あ
る
。
こ
の
取
り
組

み
に
よ
り
、
歯
磨
き
の

習
慣
づ
け
で
重
要
な
保

育
園
か
ら
中
学
校
ま
で

の
継
続
性
を
確
立
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

実
践
に
あ
た
っ
て
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
と
の
連

携
も
図
っ
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
来
年
度
の
健

康
ま
つ
り
で
御
嵩
小
学

校
の
取
り
組
み
を
発
表

し
て
い
た
だ
き
、 

歯
の
健

康
を
考
え
る
機
会
に
し

て
い
き
た
い
。

こ
れ
ま
で
の
歯
・
口

腔
の
健
康
づ
く
り
に
関

す
る
施
策
に
つ
い
て
も
、

さ
ら
に
充
実
し
て
い
き

た
い
。

答答

答答

答答

安
藤　

雅
子

問問

問問

問問

防
災
の
取
組
み
に
つ
い
て
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こ
の
8
月
公
明
党
は
、

女
性
防
災
会
議
を
立
ち

上
げ
、
10
月
に
は
「
女

性
の
視
点
か
ら
の
防
災

対
策
の
現
状
に
つ
い
て
」

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

全
国
の
女
性
議
員
が
行

っ
た
。
そ
の
結
果
か
ら

5
点
伺
う

①
防
災
会
議
へ
の
女
性

委
員
の
積
極
登
用
を
求

む
。

②
地
域
防
災
計
画
に
女

性
の
意
見
を
反
映
さ
せ

る
取
り
組
み
を
求
む
。

③
女
性
消
防
団
員
の
登

用
に
つ
い
て
伺
う
。

④
避
難
所
運
営
訓
練

（
Ｈ
Ａ
Ｇ
）
を
取
り
入

れ
地
域
と
連
携
し
た
防

災
訓
練
の
実
施
を
求
む
。

⑤
防
災
教
育
の
充
実
と

共
に
小
中
学
校
に
防
災

担
当
職
員
を
配
置
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

【
総
務
部
長
】

①
18
人
中
、
女
性
は
一
人
。

今
後
、
女
性
委
員
の

増
員
を
検
討
し
た
い
。

②
地
域
防
災
計
画
の
修

正
を
平
成
24
年
度
か
ら

2
カ
年
で
行
う
予
定
で

い
る
が
、
女
性
の
提
言

を
計
画
に
活
か
せ
る
よ

う
参
画
の
機
会
を
増
や

し
て
い
き
た
い
。

③
火
災
予
防
の
広
報
や

災
害
時
の
後
方
支
援
な

ど
に
当
た
っ
て
い
た
だ
け

る
女
性
消
防
団
員
の
確

保
、
制
度
化
に
向
け
検

討
し
て
い
き
た
い
。
又
制

度
だ
け
で
な
く
、
男
女

共
同
参
画
社
会
の
実
現

の
た
め
、
女
性
の
意
識

啓
発
も
同
時
に
進
め
て

い
き
た
い
。

④
本
町
で
は
Ｈ
Ｕ
Ｇ
と

い
う
明
確
な
定
義
で
は

な
い
が
、
避
難
所
の
運

営
に
つ
い
て
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
な
ど
を
開
催
し
て

い
る
。
今
後
、
Ｈ
Ｕ
Ｇ

が
実
際
ど
の
よ
う
な
形

で
行
わ
れ
て
い
る
か
把

握
し
た
上
で
実
施
に
向

け
検
討
し
た
い
。

【
教
育
長
】

各
種
の
学
習
や
訓
練

の
中
で
も
、
特
に
火
災

や
地
震
か
ら
身
を
守
る

た
め
の
避
難
訓
練
は
、

回
数
や
方
法
を
工
夫
し

て
実
施
し
て
い
る
。　

防
災
担
当
に
は
教
頭

が
当
た
り
、
防
災
教
育

と
安
全
管
理
の
充
実
・

徹
底
に
努
め
て
い
る
。

高
齢
者
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
伺

う①
当
町
に
お
け
る
死
亡

原
因
と
肺
炎
の
割
合
は
。

②
医
療
費
の
推
移
に
つ
い

て
。

③
医
療
費
高
騰
へ
の
対

策
は
あ
る
か
。

④
ワ
ク
チ
ン
へ
の
公
費
助

成
は
で
き
な
い
か
。

【
民
生
部
長
】

①
平
成
21
年
の
死
亡
原

因
の
第
1
位
は
悪
性
新

生
物
、
次
い
で
心
疾
患
、

脳
血
管
疾
患
、
肺
炎
の

順
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
肺
炎
の
死
因

割
合
は
12
・
7
％
と
な
っ

て
い
る
。

②
町
国
民
健
康
保
険
の

医
療
費
は
、
高
齢
化
や

医
療
の
高
度
化
等
に
よ

り
、
年
々
増
加
し
て
い
る
。

③
健
康
診
断
や
各
種
検

診
を
積
極
的
に
利
用
し
、

病
気
の
予
防
や
早
期
治

療
に
心
掛
け
て
い
た
だ

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

④
国
の
動
向
を
注
視
し
、

前
向
き
に
検
討
し
て
い

き
た
い
。名

鉄
広
見
線
存
続

問
題
に
つ
い
て
伺
う

①
利
用
促
進
策
と
現
状

は
。

②
定
期
利
用
者
増
へ
の

対
策
は
。

【
企
画
調
整
担
当
参
事
】

①
電
車
通
勤
モ
ニ
タ
ー

制
度
、
回
数
乗
車
券
購

入
補
助
制
度
、
団
体

助
成
制
度
、
御
嵩
駅
前

で
の
無
料
駐
車
場
の
供

用
、
レ
ン
タ
ル
用
電
動

ア
シ
ス
ト
自
転
車
の
配

備
の
他
、「
か
も
1
―
グ

ラ
ン
ブ
リ
」、「
レ
ー
ル
ウ

エ
イ
ズ
2
」
の
特
別
先

行
試
写
会
等
の
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
。
こ
う
し
た

中
、
本
年
度
上
半
期
の

利
用
者
数
は
50
万
7
千

人
と
前
年
度
同
期
よ
り

1
万
8
千
人
の
減
。

②
企
業
へ
の
Ｐ
Ｒ
強
化

と
共
に
、
魅
力
あ
る
高

校
づ
く
り
に
取
り
組
む

東
濃
高
校
支
援
の
た
め

｢

協
働
・
連
携
協
定｣

を

締
結
す
る
。
ま
た
、
電

車
等
公
共
交
通
を
利
用

す
る｢

町
民
運
動｣

を

立
ち
上
げ
、
町
職
員
も

率
先
し
て
電
車
通
勤
拡

大
に
取
り
組
む
。

一
般
質
問

問問

問問

問問

答答

答答

答答

答答

大
沢
ま
り
子

女
性
の
視
点
で
防
災
対
策
の
充
実
を
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瑞
浪
市
「
超
深
地

層
研
究
所
」
へ
の
協
力

と
い
う
こ
と
で
御
嵩
町

も
「
電
源
立
地
交
付
金
」

の
交
付
を
受
け
て
い
る
。

核
廃
棄
物
の
最
終
処
分

場
に
し
な
い
た
め
に
、

町
と
し
て
ど
う
行
動
す

る
の
か

２
０
０
５
年
に
、
す
べ

て
の
核
燃
料
を
再
処
理

し
て
地
層
処
分
す
る
と

い
う
法
律
が
成
立
し
た
。

そ
の
地
層
処
分
の
研
究

を
し
て
い
る
所
が
全
国

で
2
ヶ
所
、
北
海
道
幌

延
と
瑞
浪
市
に
あ
る「
超

深
地
層
研
究
所
」
で
あ

る
。
瑞
浪
市
は
も
と
よ

り
、
御
嵩
町
を
始
め
7

自
治
体
が
研
究
所
に
隣

接
し
て
い
る
こ
と
で
「
電

源
立
地
交
付
金
」
が
交

付
さ
れ
て
い
る
。
一
番

危
惧
す
る
こ
と
は
、
こ

う
し
た
「
痛
く
も
痒
く

も
な
い
」
交
付
金
を
受

け
取
る
こ
と
で
、
将
来
、

東
濃
地
方
が
核
廃
棄
物

の
最
終
処
分
場
に
な
る

こ
と
に
つ
な
が
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
昨
年
、
御
嵩
に

は
約
1
億
5
千
2
百
万

円
が
交
付
さ
れ
た
。

東
濃
地
方
の
研
究
所

に
関
し
て
は
平
成
７
年

に
瑞
浪
市
長
、
土
岐
市

長
、
動
力
炉
・
核
燃
料

事
業
団
理
事
長
と
の
間

で
「
放
射
性
廃
棄
物
の

最
終
処
分
場
に
し
な
い
」

と
い
う
協
定
書
が
あ
る
。

協
定
書
が
今
後
ど
れ
ほ

ど
の
効
力
を
持
つ
も
の

で
あ
ろ
う
か
。
東
濃
地

方
を
核
の
最
終
処
分
場

に
し
な
い
と
い
う
意
思

表
示
を
国
に
対
し
て
行

っ
て
い
く
べ
き
で
は
な
い

か
。

①
交
付
金
を
申
請
す
る

に
あ
た
り
国
か
ら
ど
の

よ
う
な
説
明
を
受
け
て

い
る
か
。

②
平
成
9
年
か
ら
11
年

に
か
け
て
次
月
、
美
佐

野
で
ボ
ー
リ
ン
グ
掘
削

調
査
し
て
い
る
。
報
告

を
受
け
て
い
る
か
。

③
次
月
で
は
、
物
理
探

査
や
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査

な
ど
長
期
観
測
中
と
聞

く
が
、
現
在
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。

④
電
源
立
地
交
付
金
を

受
け
取
ら
な
い
選
択
肢

は
あ
る
か
。

⑤
核
廃
棄
物
最
終
処
分

場
に
し
な
い
た
め
に
ど
の

よ
う
に
意
思
表
示
す
る

の
か
。

⑥
町
の
将
来
に
と
っ
て

重
大
な
問
題
で
あ
る
が
、

町
民
に
情
報
提
供
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

【
総
務
部
長
】

①
当
時
説
明
が
あ
っ
た

の
か
資
料
が
残
っ
て
い
な

い
た
め
明
確
な
回
答
が

出
来
な
い
。
た
だ
、
岐

阜
県
が
当
時
、
制
度
概

要
な
ど
の
説
明
会
を
開

催
し
た
。

②
①
と
同
様
、
現
在
資

料
等
が
残
っ
て
い
な
い
の

で
明
確
な
回
答
が
出
来

な
い
。

③
次
月
地
区
で
一
か
所

水
位
を
計
測
し
て
い
る
。

ま
た
、
デ
ー
タ
も
公
開

さ
れ
て
い
る
。

⑥
平
成
7
年
の
最
終
処

分
場
に
し
な
い
と
い
う

協
定
書
は
現
在
も
有
効

で
あ
り
、
情
報
公
開
も

さ
れ
て
い
る
た
め
、
現

時
点
で
情
報
提
供
を
す

べ
き
と
判
断
し
て
い
な
い
。

今
後
も
町
と
し
て
協
定

書
の
効
力
や
研
究
所
の

動
向
を
注
視
し
て
い
き
、

状
況
の
変
化
が
あ
れ
ば

当
然
町
民
の
方
に
報
告

す
る
こ
と
と
な
る
。

【
町
長
】

④
交
付
金
は
申
請
が

必
要
で
あ
り
、
申
請
し

な
い
選
択
肢
も
あ
る
が
、

現
段
階
で
交
付
申
請
を

し
な
い
と
い
う
考
え
は

な
い
。

⑤
「
核
廃
棄
物
処
分
場

に
し
な
い
」
と
の
知
事
・

市
長
・
市
議
会
・
市
民

の
協
定
・
発
言
・
決
議

を
信
頼
し
て
い
る
。

電
力
切
り
替
え
に

つ
い
て

２
０
０
０
年
か
ら
電

力
の
自
由
化
が
導
入
さ

れ
、
特
定
規
模
電
気
事

業
者
に
よ
る
小
売
り
が

認
め
ら
れ
た
。
地
域
ご

と
に
独
占
供
給
さ
れ
て

き
た
電
力
を
自
由
に
売

買
で
き
る
制
度
で
あ
る
。

事
業
者
の
多
く
は
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
発
電
し

て
い
る
た
め
、
購
入
割

合
を
増
や
す
こ
と
は
脱

原
発
に
つ
な
が
る
。
岐

阜
県
で
も
利
用
料
の
約

3
割
を
こ
の
制
度
を
利

用
し
て
購
入
し
て
い
る
。

当
町
で
も
検
討
し
て
頂

き
た
い
。

切
り
替
え
る
考
え
は

あ
る
か
。

【
総
務
部
長
】

　

切
り
替
え
た
場
合
の

デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は

余
剰
電
力
の
安
定
供
給

に
東
日
本
大
震
災
以

降
不
安
が
生
じ
て
き
た

こ
と
、
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
は
本
庁
舎
の
冷
暖
房

を
重
油
か
ら
電
気
と
し
、

使
用
量
が
増
加
し
ス
ケ

ー
ル
メ
リ
ッ
ト
が
出
て
き

た
こ
と
な
ど
が
あ
る
が
、

今
後
様
々
な
角
度
か
ら

検
討
し
、
早
急
に
結
論

を
出
し
た
い
。

問問

問問

答答

答答

答答

岡
本　

隆
子

東
濃
を
核
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
し
な
い
た
め
に
！
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御
嵩
町
公
式
サ
イ

ト
の
改
善
を
求
め
る

公
式
サ
イ
ト
の
改
善

は
過
去
二
度
に
亘
っ
て

質
問
し
て
い
る
が
、
改

善
さ
れ
た
様
子
が
う
か

が
え
な
い
。

①
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
は
項
目

が
非
常
に
多
く
、
見
つ

け
に
く
い
項
目
を
探
し

出
し
て
、
リ
ン
ク
先
へ
移

動
し
て
も
、
無
味
乾
燥

な
ペ
ー
ジ
が
出
現
す
る
。

閲
覧
者
に
不
便
を
感
じ

さ
せ
ず
に
、
御
嵩
町
の

魅
力
を
訴
え
ら
れ
る
よ

う
な
ペ
ー
ジ
へ
の
改
善
を

求
め
る
。

②
23
年
度
予
算
で
措
置

さ
れ
る
と
聞
い
て
い
た

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
改
善
の

進
捗
状
況
を
お
聞
か
せ

願
い
た
い
。

【
総
務
部
長
】

①
現
在
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
は
、
町
の
歴
史
や
重

点
施
策
な
ど
文
字
で
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
部
分
が
多

く
、
閲
覧
者
に
と
っ
て

検
索
し
易
い
フ
ォ
ー
ム

で
は
な
い
と
町
の
魅
力

を
伝
え
る
力
も
弱
い
と

実
感
し
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
自
治
体
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
と
し
て
ど
の
よ
う

な
も
の
が
良
い
の
か
、
評

判
の
良
い
市
町
村
を
参

考
と
し
、
ま
た
広
報
モ

ニ
タ
ー
の
方
に
意
見
を

聞
い
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に

向
け
作
業
を
行
っ
て
い

る
。ま

た
、
ト
ッ
プ
ペ
ー

ジ
の
改
善
だ
け
で
な
く
、

リ
ン
ク
先
の
情
報
が
更

新
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

り
、
情
報
量
が
不
足
し

て
い
れ
ば
再
度
ア
ク
セ

ス
し
よ
う
と
思
わ
な
い
。

こ
う
し
た
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
全
体
の
中
身
の
充

実
が
大
切
な
こ
と
な
の

で
、
先
日
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

に
合
わ
せ
て
リ
ン
ク
す

る
行
政
情
報
の
最
新
化
、

内
容
の
充
実
を
図
る
よ

う
各
課
に
依
頼
し
た
。

②
現
在
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に

向
け
作
業
を
行
っ
て
い

る
。
来
年
、
1
月
末
ま

で
に
完
了
し
た
い
。

町
内
の
ト
イ
レ
の

設
置
を
求
め
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ

が
発
行
さ
れ
、
多
く
の

方
々
に
配
布
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
あ
り
、
イ
ベ
ン
ト

等
も
実
施
さ
れ
、
多
く

の
方
々
が
御
嵩
町
を
訪

れ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
最
近
、開
設
さ
れ
た

「
さ
ん
さ
ん
広
場
」
に

は
ト
イ
レ
の
設
置
が
な

く
、「
わ
い
わ
い
館
」
に

は
男
女
の
別
な
く
多
目

的
ト
イ
レ
が
一
基
設
置

さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ

る
。
時
代
に
即
し
た
ト

イ
レ
は
、
現
代
で
の
必

須
条
件
と
思
わ
れ
る
。

①
今
ま
で
は
、
ど
う
い

う
基
準
で
ト
イ
レ
を
設

置
さ
れ
て
き
た
か
。

②
中
山
道
を
訪
れ
た

人
々
、
或
い
は
町
民
に

不
便
を
感
じ
さ
せ
な
い

ト
イ
レ
事
情
の
た
め
、
ど

の
よ
う
な
方
策
で
臨
ま

れ
る
か
。

【
総
務
部
長
】

①
明
確
な
基
準
は
な
い

が
、
イ
ベ
ン
ト
等
で
来
町

さ
れ
た
方
に
公
民
館
や

駅
施
設
な
ど
の
公
共
施

設
、
東
海
自
然
歩
道
の

沿
道
な
ど
立
ち
寄
り
や

す
い
場
所
に
設
置
し
て

い
る
。

②
現
在
ま
で
、
イ
ベ
ン

ト
等
で
訪
れ
る
方
か
ら

ト
イ
レ
が
少
な
く
不
便

と
い
う
苦
情
は
聞
い
て
い

な
い
。
昨
年
、
名
鉄
広

見
線
活
性
化
協
議
会
が

作
成
し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
マ
ッ
プ
に
は
各
コ
ー
ス

沿
い
に
ト
イ
レ
マ
ー
ク
の

施
設
を
明
示
し
て
あ
り
、

イ
ベ
ン
ト
時
に
配
布
し
て

い
る
。

今
後
、
町
Ｈ
Ｐ
で
、

こ
の
マ
ッ
プ
を
何
時
で
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る

よ
う
に
し
た
い
。

こ
れ
か
ら
の
方
策
と

し
て
イ
ベ
ン
ト
は
ま
ち

興
し
と
い
う
視
点
で
、

沿
道
の
商
店
や
コ
ン
ビ
ニ

な
ど
に
協
力
し
て
頂
い

て
、
ト
イ
レ
提
供
と
地

域
の
お
得
な
情
報
の
発

信
地
と
い
う
趣
旨
の
ノ

ボ
リ
を
立
て
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
来
町
者
に
Ｐ

Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

問問

問問

答答

答答

伊
崎　

公
介

御
嵩
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
の
為
に
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議員全員視察研修レポート議員全員視察研修レポート
平成23年10月18日に、議員全員視察研修を実施しました。

1、視察研修目的　　大規模災害発生時における議会対応について
（東日本大災害における経験、課題等を踏まえ）

2、視察研修日　　　平成23年 10月 18日（火）

3、視察研修先　　　宮城県七ヶ浜町（七ヶ浜町議会、七ヶ浜町ボランティアセンター）

4、参加者議員　　　議長　谷口鈴男　副議長　大沢まり子
議員　佐谷時繁　岡本隆子　植松康祐　伊崎公介　加藤保郎

山田儀雄　柳生千明　安藤雅子　山口政治　高山由行

□七ヶ浜町の概況
人　口　　20,338 人（平成 23年 10月 1日現在）
世帯数　　6,460世帯（　　　　〃　　　　　）
面　積　　13.27 平方キロメートル

《視察研修を終えて》
大規模災害時における議会の対応については、今般の震災の経験を踏まえ、従来の想定を超えた対
策の再構築が求められています。また、当町には、全域に亜炭廃坑跡が存在するという特殊性もあり、
震災時には地盤の陥没等の甚大な被害が予想されます。
大規模災害発生時における議会活動のあり方について早急に知見を得、危機管理能力を高める必要
があります。今回、震災の復旧・復興に取り組んでおられる中、七ヶ浜町議会と七ヶ浜町ボランティ
アセンターにお伺いし、議員全員で研修を行いました。
当日は、ご多忙の中、研修先では、懇切丁寧な説明、教示をいただきました。今後は、町の行政施
策と議員活動に役立てるべく努力をしていく所存です。
この度の東日本大震災により被災された皆様に心よりお見舞いを申し上げますと共に、七ヶ浜町の
一日も早い復興を、心よりお祈り申し上げます。

御嵩町議会
議 長　谷口　鈴男

《視察研修レポートについて》
今回の議員全員視察研修については、議員各個人からレポートが提出されています。内容について
は、御嵩町議会事務局にて閲覧ができますので、希望される方は、ぜひお越しください。また、町ホ
ームページでも閲覧ができますのでご覧ください。
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議
員
に
な
っ
て
も
う

5
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

3
回
の
臨
時
会
、
2
回

の
定
例
会
を
経
験
し
て
、

初
議
会
の
緊
張
、
初
登

壇
の
緊
張
、
初
表
決
の

緊
張
、
そ
し
て
今
定
例

会
一
般
質
問
の
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
可
児
の
生
放
送

と
、
毎
日
緊
張
感
を
持

っ
て
公
選
さ
れ
た
二
元

代
表
の
一
翼
を
担
う
一
人

と
し
て
努
力
し
て
お
り

ま
す
。

議
長
を
中
心
に
全
議

員
が
一
枚
岩
に
な
り
御

嵩
町
民
の
安
全
、
安
心

の
た
め
に
真
剣
に
取
り

組
ん
で
、
活
発
な
議
論

が
で
き
る
様
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
一
度
み
な

さ
ま
も
、
議
会
傍
聴
を

さ
れ
て
は
、
い
か
が
で

す
か
。 

（
Ｔ
・
Ｙ
）

編

集
後
記

☆平成23年３月11日（金）に起こった東日本大震災発生時に
おける議会の対応等について、七ヶ浜町議会の方々から説
明を受けました。

☆御嵩町の小・中学校からの復興を願う寄せ書きを渡し、震
災発生時におけるボランティアセンターの対応等につい
て、七ヶ浜町ボランティアセンターの方々から説明を受け
ました。

☆研修の折、七ヶ浜町の復興を願い、議員全員で現地の特産
物を購入し、平成23年10月23日（日）に行われた御嵩町産
業祭で、七ヶ浜町の特産品（海のラー油、海の五食野菜ラー
油、焼のり）を販売し、売上金 59,000 円を七ヶ浜町に寄
附しました。

七ヶ浜町議会で研修

七ヶ浜町ボランティアセンターで研修

御嵩町産業祭

1
日 　

民
生
文
教
常
任
委
員
会

文
教
施
設
訪
問

2
日 　

菊
花
コ
ン
ク
ー
ル
審
査

4
日　

 

可
茂
町
村
議
会
議
員
研

修
会

7
日 　

地
方
自
治
連
絡
協
議
会

10
日　

 

民
生
文
教
常
任
委
員
会

保
育
園
施
設
訪
問

11
日　

 

第
４
回
臨
時
会

12
日 　

全
員
協
議
会

議
会
運
営
委
員
会

13
日　

 

可
児
郡
消
防
連
合
演
習

14
日　

 

大
会
「
国
と
政
治
」

可
茂
地
域
市
町
村
議
会

議
員
研
修
会

15
日　

 

議
会
運
営
委
員
会

16
日　

 

町
村
議
会
議
長
全
国
大

会

17
日　

 

名
鉄
活
性
協
議
会

19
日 　

可
児
農
業
祭

22
日 　

議
会
運
営
委
員
会

民
生
文
教
常
任
委
員
会

協
議
会

可
茂
消
防
事
務
組
合
臨

時
会

23
日 　

Ｊ
Ａ
め
ぐ
み
の
農
業
者

大
会

24
日　

 
総
務
建
設
産
業
常
任
委

員
会
協
議
会

28
日　

 

第
５
回
臨
時
会

全
員
協
議
会

議
会
運
営
委
員
会

1
日 　

第
４
回
定
例
会（
初
日
）

郡
町
村
議
会
議
長
会
長
会

11
日　

 

可
児
駅
伝
競
走
大
会

12
日　

 

第
４
回
定
例
会
（
一
般

質
問
）

16
日　

 

第
４
回
定
例
会（
最
終
日
）

20
日　

 

亜
炭
廃
坑
対
策
特
別
委

員
会
勉
強
会

22
日　

 

可
児
川
防
災
た
め
池
組

合
議
会
定
例
会

可
茂
地
域
一
部
事
務
組

合
定
例
会

可
茂
町
村
議
会
議
長
会

名
鉄
広
見
線
対
策
特
別

委
員
会

5
日 　

議
会
報
編
集
委
員
会

8
日 　

消
防
出
初
式

成
人
式

12
日 　

山
口
県
萩
市
議
会
行
政

視
察

13
日 　

亜
炭
廃
坑
対
策
特
別
委

員
会

17
日 　

議
会
報
編
集
委
員
会

森
林
経
営
信
託
契
約
に

伴
う
調
印
式

20
日　

 

岐
阜
県
町
村
議
会
議
長

会
臨
時
総
会

21
日　

 

御
嵩
町
社
会
福
祉
大
会

23
日　

 

可
茂
地
域
町
村
行
政
懇

談
会

25
日　

 

民
生
文
教
常
任
委
員
と

教
育
委
員
と
の
懇
談
会

26
日　

全
員
協
議
会

議
会
運
営
委
員
会

27
日　

民
生
文
教
常
任
委
員
会

施
設
訪
問

11
月

12
月

1
月

【
23
年
11
月
〜
24
年
1
月
】

【
23
年

議
会
日
誌

議
会
日
誌


